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開館１０周年記念 

ワーナー・ビショフ写真展『Japon』より 
～新しい日本と永遠なるもの 1951-52 年～ 

 

 開 催 趣 旨 
スイス・チューリッヒ出身のワーナー・ビショフ（1916－1954）はマグナム・フォト（※）会員の写真家で、

ロバート・キャパとも親交があり、世界中で撮影した多くの写真を残しています。昭和 26 年（1951）７月に

来日した彼は、翌 27 年まで日本で過ごしていますが、日本滞在中にも韓国や沖縄などにマグナムの戦

争特派員として派遣されています。    

昭和 28 年には日本についての写真集を手がけていましたが、昭和 29 年 5 月 16 日、ペルーでの撮

影旅行中、アンデスの谷間に転落し亡くなり、写真集『Japon』は彼の没後に刊行されています。 

本展では写真家、ジャーナリストとして来日した彼が、戦後の混乱期が過ぎ、新しい時代に向かおうとし

ている様々な日本を捉えた作品を紹介します。なお『Japon』に掲載された作品と、滞在中に撮影した未

発表作品の中から厳選した 60 点の他、ビショフが愛用したカメラや日本についてのレポート等も出品しま

す。 

 
※ マグナム・フォトとは 1947 年（昭和 22）、ロバート・キャパの発案で、アンリ・カルティエ= ブレッソン、ジョージ・ロジャー、

デビッド・ シーモアらが創設し、会員の出資により運営されている、世界的な写真家集団です。 

 
記 

【 主  催 】 昭和館 

【 後  援 】 外務省、スイス連邦大使館、社団法人日本写真家協会 

【 協  力 】 マグナム・フォト東京支社 

【 会  期 】 平成２１年２月２８日（土）～４月１９日（日） 

【 会  場 】 昭和館３階 特別企画展会場 

【 入 場 料 】 特別企画展は無料（常設展示室は有料） 

【 開 館 時 間 】 １０：００～１７：３０（入館は１７：００まで） 

【 休 館 日 】 毎週月曜日 

【 内 覧 会 】 平成２１年２月２７日（金） １５：００～１７：００ 

【 所 在 地 】 〒102-0074 東京都千代田区九段南 1-6-1 

【問い合わせ】 TEL 03-3222-2577  FAX 03-3222-2575 

【交通(電車)】 地下鉄【九段下駅】から徒歩 1 分（東西線・半蔵門線・都営新宿線４番出口） 

 Ｊ Ｒ 【飯田橋駅】から徒歩約 10 分 

【 交 通 ( 車 ) 】 首都高速西神田ランプから約 1 分 

【ﾎｰﾑ･ﾍﾟｰｼﾞ】 http://www.showakan.go.jp

【 そ の 他 】 有料駐車場有り（普通乗用車のみ・1 時間 200 円） 
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展示構成 

 
１．占領下の東京 ／ Tokyo 
 

「ダンスホール」の前では花売り少女たちが立って
いた。 

 
－レポート「Tokyo after the Occupation」 

 
 
 
 
 

ダンスホールの前や、東京のメインビジネスストリ
ート、銀座通りに沿って、小さな花売り少女たちが
待っていた。誰にあげるのか知らないが、ＧＩたち
は花を買っていた。たまたま道を来た老女にその
花をあげるのかもしれない。 

 
－レポート「JAPAN」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 No.8 小さな花売り娘 銀座 1951 年 

   Flower girl on the Ginza, Tokyo 1951  
 

２．ジェネレーションＸ ／ Generation X 
 
 
 

彼女は今日の環境のなかで、本当に幸せなのだろうか、

それとも、それしか知らないだけなのだろうか? 私にはよく

わからなかった。次のように言えば、正しい解釈なのかもし

れない。日本の若い女性たちは、仮に洋風の生活スタイル

がとても気に入っていても、歳をとるにつれ、それは変化し

て、和風の伝統的生活スタイルへと回帰していく。 
 

－レポート「Generation X」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.39 街に出たミチコ 東京 1951 年 
    Michiko in town, Tokyo 1951 
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